
1. 沿革と概要

1. 沿革

当生産技術研究所は，昭和24年 5月31日公布の国立学校設置法に基き，生

産に関する技術的諸問題の科学的総合研究と研究成果の実用化試験を行うこ

とを目的として同日附で千葉県千葉市に設置された．

設立当初は部門数15であったが，昭和25年度に10部門を，同26年度に10部

門を増加して，現在35部門となっている．

当研究所は次表に示すような 5部に分れ，それぞれの部において表に示さ

れたような専門分野を担当している．

所長は，瀬藤象二，兼重寛九郎に続いて，昭和29年4月より星合正治が就

任し現在に及んでいる．

第 1部（基 礎）―-応用数学・応用光学・ 音曹工学・ 固態材料学・

流体物理学・応用電子学・放射線工学・ 材料カ

学・応用弾l生学

第 2 部（機械• 船舶）一~ ・機構学・伝熱工学・ 熱原動機学・流

体機械学・化学機械学・切削工作学・非切削工

作学・精密加工学・溶接工学・ 板金及び船休構

造学・ 船体運動学

第 3部（電気・通信）ー―電気回路学・電力機器学・電力工学・電力制御

工学・電子管工学・通信機器学・ 超短波工学

第 4部（化学・治金）―無気工業化学・ 工業電気化学及工業光化学・有

機工業化学第一•有機工業化学第二•有機工業

化学第三・化学工学・無機工業分析学・有機工

業分析学・鉄鋼製錬工学・非鉄金属製錬工学・

金属加工学・金属材料学

第 5部（土木・建築）ー一土質工学・土木構造学・交通路工学・水工学・

測批学・建築構造学・建築環境学・建築装備学

・建築生産学・建築配置及機能学・生産技術史

2. 研究所の位置。敷地・建物・配置図

A. 位置
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千葉市弥生町 1番地

国電総武線西千葉駅東口下車すぐ前．京成電車黒砂駅下車東北へ 300m.

B. 敷地・建物・坪数・配置図
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主な 施 設 又 は 棟 数 I敷地（坪） l建 坪 i延区 分 i 坪， 

中 央 i隷晶麟；中央識義室，虹;, 1I 113,455 
坪 lI 

坪
1, 1710 1, 5803 

躯 1部 5.5 棟 4,500 9508 1, 491； 1 
第 2 部 7.5 棟 11,000 1,413.3 2,048 0 

第 3部 3.5 棟 3,000 7273 1， 096' 8 
； 

2, 135'3 第 4部 11. 棟 9,000 1,362 7 

第 5部 7. 棟 6,000 1, 1879 1, 862'2 
； 

試作工場 1. 5 棟 1, ooo I I 217 6 2876 

宿 舎 12. 棟 1,000 2570 2570 
： 

合 計 14s, 955 I 7, 2876 10, 15ss I I 

この外，構内には研究上試作した軽金属住宅一棟があり，建物に関する諸

条件を測定している．建物は28年度軽批不燃書庫， 29年度には特殊吹精実験

室が建設されたものを除き，すべて木造平家又は 2階建であるが，国立大学

整備計画に基き，千葉大学の教室不足を解決するため，当研究所の土地，建

物を分割移談するよう，文部省より提案があり，これについて昭和30年度よ

り毎年 400坪づつ 3ケ年間に 1,200坪の新営計画が確定し，その初年度とし

て昭和30年10月著工の鉄筋コンクリート 3階建，延 400坪の建物が本年度中

に完成の予定である．この計画に則つて，四及び北地区の土地，建物を徐々

に千莱大学に明渡す予定である．

C. 各建物と主な用途

建物名 1梱造 I延坪数 i所属部 l 主 な 用 途

本 館 1木造 58門1中央所長室，会議室，中央事務室，園害室，医
二階建 ‘ 務室，電話機械室，交換室

講堂 木造
平家建

286. 7 // 購堂，写真室，微分解祈機室

食 堂 // 181. 3 // 食堂，厚生施設

中央購義堂 木造
二階建

383. 2 II 諧義室

本館附属 I軽最鉄骨
二階建 I 33. 31中 央 I軽巌不燃害庫
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木造
用第材料力1部試学事験研務室究室室疲， 図告室， 会額室， 所員室，

東第 1号館 I二陪建
513:1第 1剖

労試験室，振励実験室，志

II 2 II " 360. II 所員室，会癖室，応用物珪研究室，工作室

II 3 II 
木平家造建 117. 6 ” 放射線実験室，応用物性論研究室

,, 4 ,, ” 107.8I 第 4部 冶金工場（解，圧延，引抜，工作）
木造 所員室，非鉄金属製錬研究室，合金及金属,, 5 // 二階建 367,5 II 

加工研究室，金屈試験室，油脂化学研究室

II 6 II 
II 365.6 N 

所員室，粉末冶金研究室，鉄鋼製錬研究室，
アイソトープ研究室，有機合成研究室

II 7 II 

II 154.9 ,, 所員室，化学工学研究室

rr 8 rr ” 271. 6 ” 第 4部事硲室，会諏室，図苦室，購義室

” 307.81 I 所研及究発員室室酵， 無機化学学研究室，染写料真研及究電室気，化糖学化
II 9 II I ” ，石油化研究室，

研究室，元素分祈室菩電池室（附属）

// 10 // 
II 

390.6 ! 
” 

析所研員室究室，無，有機様工業合成分析研研究室究室，タ，ー有ル機研工究業室分， 

微最合成研究室，製氷室

,, 11 11 I 木平家造建 58.8 // 電気化学研究室，応用化学工場

II 12 II I鉄鉄骨筋”及コびツI 58.8 ” 
所工場員室，糖化発酵試験工場，硫黄製錬実験

クリート
96. ol i鉄銅製錬（特殊吹精）研究室造平家階建付I ” 

中二

木造 I
11 13 11 I平家建 194 11第 2部 i液体機室械，鋳研造究室研 熱工学研究室，化学機械

・ 研究 究室

,, 14 ,, ’’ 105.9 2 " 
作自動室車及内燃機関研究室，直流霞源室，工

木造
285. 第 3部 第図困3部室事，務搬室送，研所究室員室， 計器室， 会醸室，西第 1号館 I二階建

,, 2 ,, I II 

389.l 4, 
" 

マイ 研ク究研吋室究皮室研，究圧，霊室電気気，電制研子御究計室研邸ふ究国室器空研，管航究試室空作阻，室高子， 

工超周音液学波研究室

木造
11 3 11 I平家建 200. ” 

受電所，高電圧研究室，模型送露線研究室

11 4 11 I If 
193.1 N 

電接気研機究械室研，工究室作室， トランジスタ研究室， 溶

木造 第室 5部事務室，所員室，会殿室，土木図密
II 5 II 二階建 404.8 第 5部

西第 6号館 ” 287.2 ” 
測絨器具室，土質工学実験室，測招学実験
室，土木講義室

II 7 II I 木造 268.5 ’’ 
コンクリート実験室，水迎学実験室，士木

平家建 構造学実験室

11 8 11 I 木二階造建 404.8 ’’ 
所員室，会議室，建築図褐室
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II 9 II II 338. If 環境研究室，音聾研究室

II 10 II 木平家造建 123. ,, 建築材料実験室，構造実験室

I/ 11 II II 35. // 建築実験工作室，材料置場

n 12 11 11 53. 第 1部 脳波及振動研究室

木 造
北第 1号館 二階建 所員室，会跛室，図害室（機械），測定室

II 2 II II 風究洞室実，工験室作室，気体力学実験室， 応用力学研

,, 3 ,, I ,, 228 4第2部 自動制御研究室機械力学研究室，工作機
. i 械研究室，塑性加工研究室

,, 4 ,, I ,, 500. s ,, 第接議及室2船部，索製体樅務図室造室研究所室員室，，図電四子分顕室微（精鍛密室），， 会溶

木 造 1試作
11 5 11 I平家建 170. 5工場 事務室，機械工場

,, 6 ,, I ,, 161. 61第2部 加自工動制研御究室研究室， 高速度写真研究室，精密

I/ 7 I/ 木二階造建 287. ,，2 I ~ I I ＇， 場所員及設室計，室図囲）分室（船舶）， 試作工場 （木工

II 8 II II 298. II 所員室，水糟実験室

ポンプ室 木平家建造 39. I中央 所内水道給水源

D. 水道・電気・ガス・電話

水道は構内 2ヶ所におのおの 178m, 133 m のさく井を行い，ボアホール

・ポンプにより汲み上げ，全施設に自家給水している．給水批月平均20,000

面で，停電時には県営水道に切替の設備がある．

電気は，東京電力株式会社と自家用 438kWの契約をし，普通高圧の高圧

線を引込み， これを 500kWの設備を持つ受電所で受けて自動電圧調整器で

電圧調整を行った上各プロックの変圧器でそれぞれの用途により変圧送電し

ている．直流大電流の実験のために 200kWの電動発電機を受電所内に設置

してある．電力消費批は月平均 50,OOOWH. 

ガスは東京瓦斯株式会社と契約し，約 4kmの専用管高圧輸送により，棉

内に設けられたガスホールグ（容粗 150mりに受入れこれを構内諸施設に低

圧にして供給している．ガス消費批は月平均約 13,000m汽

電話は千葉局に 8回線加人している．私設交換機は自動式A型で， 400回

線の容批をもち， これに附属する手励中継台は局線 20回線，内線300回線

の容拡がある．内線電話機総数は 272台，通話数月平均市内 6000回，市外

3,000回程度である．
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東 京 大 学 生産技術研究所配置図

至お茶の71, 固蜀
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至上野 京威蜀鉄 主京成千葉
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